
 

 

         

  

                                  平成２６年１２月８日 

千  葉  大  学 

 

千葉大生協でハラール推奨メニュー提供開始 

学長・留学生らが参加して試食会を開催 

 

千葉大学（学長：徳久剛史）は，スーパーグローバル大学として，学内環境の一層の国際化

を進めるため，千葉大学生活協同組合（理事長：西村靖敬）の協力により，2015年 1月より，

西千葉キャンパス内のフードコートにおいて，ハラール推奨メニューの提供を開始いたします。 

つきましては，本格的な提供に先立って，下記のとおり試食会を開催いたしますので，ぜひ

ご取材くださるようご案内します。 

記 

 

日 時   平成 26年 12月 17日（水） 15：00～16：00 

場 所   千葉大学生協フードコート２ 

出席予定者 学生 ： 留学生（約 30名） 

             千葉大学生協学生委員会（日本人学生 約 10名） 

生協 ： 西村靖敬千葉大学生活協同組合理事長，秋元誠司専務理事 他 

大学 ： 徳久剛史学長，渡邉誠理事（教育・国際） 他  

 

 ■ハラールフードとは 

イスラム教において許されている食べ物のことです。イスラム教では，許されていない方法で処理された

肉や，豚肉，アルコールが禁じられています。厳密には，生産，物流，調理，提供に至るまで許された方法

で行うことが求められ，これを認証する第三者機関もありますが，統一された基準はありません。 

 

■千葉大学生協では 

厳密なハラール認証の要件を満たすことは困難なため，どこまでハラールであるのかをガイドラインとし

て示し，「ハラール推奨メニュー」として，利用者自身の判断で，召し上がっていただくことになりました。 

ガイドラインの作成にあたっては，ムスリム（イスラム教徒）留学生と生協及び大学関係者がミーティン

グを行い，提供の基準について検討しました。 

 

別紙資料 （１）千葉大学生協におけるハラール推奨メニューのガイドライン   

        （２）千葉大学国別留学生数 

        （３）試食会進行要領  

 

本件に関するお問い合せ先 

千葉大学学務部留学生課 

Tel：043-290-2191 

E-mail：dga2191@office.chiba-u.jp 

ニュースリリース 

https://kotobank.jp/word/%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%AB-1501949


千葉大学生協食堂は下記の基準に基づいてハラール推奨メニューを提供します。 

 

１．食材について 

  ・鶏肉、牛肉、一部のたれ類は、ハラール認定を受けて製造された物を使用しています。 

・その他の食材は、ハラール認定を受けていないものがありますが、すべて豚やアルコールの成分を含

みません。 

  ・加工工場で使用される機械の洗浄に、アルコールを使用している場合があります。 

  ・野菜などの生産の際に、「豚糞」などの肥料を使用している場合があります。 

  ・ハラール食材とハラーム食材の運搬や保管場所を別にすることはできませんが、食材はすべてビニー

ル袋によって密封されているので、相互に直接触れることはありません。   

・ハラールフードの食材はハラームなものと混在しないよう、できるだけ１か所に集めてストックしま

す。 

 

２．調理について  

・調理場ではハラーム食材を扱うことがありますが、ハラールフードを調理する際は、必ず新しいビニ

ール手袋を着用するので、ハラーム食材に触れた後にハラール食材に触れることはありません。 

・鍋、フライヤー、トングなどの調理器具はハラールフード専用のものを使用します。 

・コンベクションオーブンはハラールフード専用ではありませんが、ハラームフードの調理後は、洗浄

してから使用します。 

  ・ハラールフード専用の鍋や調理器具は、ハラームフード用のものと別に洗浄することはできませんが、

専用洗剤を使用し洗浄機で洗浄したものを使用します。 

 

３．提供について 

  ・皿やカトラリーはハラールフード専用ではありませんが、専用洗剤を使用して洗浄機で洗浄したもの

を使用します。   

・盛り付け用のトング類やトレイは、ハラームフード用のものと別に洗浄することはできませんが、ハ

ラールフード専用のシールを貼ってハラールフードのみに使用します。 

  ・ハラールフードの提供に際しては、高温殺菌した調理器具を使用し、使用前にアルコールスプレーを

行いません。   

・ハラールフードメニューは専用のカウンターから提供します。 

 

４．ハラールフードの提供を維持するために    

・店舗のすべての職員がハラールに関する基礎知識及びシステムについて理解し、すべての新人職員に

も理解してもらうよう教育します。 

・生協、大学、イスラム教の留学生の３者で協議する機会を定期的に持ちます。 



Chiba University COOP provides Halal（Recommended）Menu under the following 
conditions: 
 
1. About Foods 

 We use Halal certified chicken, beef and sauces.  
 We may use other ingredients that are not Halal certified if those ingredients 

do not contain pork or alcohol. 
 The machine used at the processing plant may have been washed or cleaned 

with alcohol. 
 The vegetables used may have been produced using fertilizer such as pig feces. 
 Halal foods and non Halal foods are not delivered and stored separately; Halal 

foods are, however, sealed in separate plastic bags, so that each kind of food is 
never mixed up. 

 We stock Halal foods separately from non Halal foods. 
 

2. About Cooking 
 When we cook Halal foods, we always use new plastic gloves, so that we never 

touch the foods after touching Haram foods. 
 We make use of Halal-only pan, fryer, and cooking utensils. 
 Ovens are not used only for Halal foods, but we clean the ovens after cooking 

non-Halal foods. 
 We cannot wash Halal-only pan, fryer and cooking utensils separately from 

those for non Halal use; however, we wash them before cooking Halal foods. 
 

3. About Serving  
 We use the same cutlery for both Halal and non-Halal foods, but the cutlery 

will be washed after we use it for non-Halal foods 
 We cannot wash the tools and trays for Halal foods separately from those for 

non-Halal foods; instead we mark tools and trays with special ‘Halal-only’ 
stickers. 

 When serving Halal foods, we do not use alcohol spray before using cooking 
utensils; instead, we use high temperature sterilization techniques. 

 The Halal menu is available at the Halal-only counter. 
 

4. Distribution and Management of Foods 
 All our restaurant staff possesses basic knowledge on Halal food. We make sure 

that our new staff acquires the same basic knowledge.  
 A meeting will also be held with the University, CO-OP and groups of 

international students of Islam. 
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平成２６年度外国人留学生数一覧（課程別・国籍別）
外務省基礎データにおいてイスラム教徒が50％超の国

平成２６年１１月１日現在

平成２６年１２月１日改訂
区分

国籍・地域

アジア パキスタン 1 1 764

インド 1 1 1 1 2 1 1 5 3

ネパール 3 1 3 1 1 7 2

バングラデシュ 1 7 3 8 3

スリランカ 1 1 3 1 1 1 5 3

ミャンマー 1 1 1 1

タイ 1 1 1 13 7 1 1 6 1 1 1 1 1 24 12

マレーシア 16 4 4 1 1 1 1 26 2

シンガポール 1 1

インドネシア 6 6 12 5 24 10 4 3 2 48 24

フィリピン 1 1 1 2 1

韓国 62 20 16 4 17 2 1 6 6 102 32

モンゴル 3 2 2 1 1 1 8 2

ベトナム 8 3 9 2 2 1 3 22 6

中国 83 1 162 5 125 14 59 3 5 20 1 20 1 1 475 25

カンボジア 3 3 1 4 3

ラオス 1 1 2

台湾 1 9 2 11 23

中近東 イラン 6 2 2 1 8 3 13

トルコ 1 1 4 5 1

アフリカ エジプト 3 1 3 1 10

スーダン 1 1

ケニア 1 1 1 1

ガーナ 1 1 1 1

エチオピア 2 2 2 2

南アフリカ 1 1 1 1

モザンビーク 1 1 1 1

オセアニア オーストラリア 2 2 2

北米 カナダ 1 1 13

米国 1 1 11 12 1

中南米 メキシコ 1 1 2 1 3 2 19

グアテマラ 1 1 1 1

コスタリカ 1 1 1 2 1

ドミニカ共和国 1 1 1 1

ブラジル 1 1 2 2 1 1 1 2 2 7 6

パラグアイ 1 1 1 1

チリ 1 1

ペルー 2 2 2 2

ジャマイカ 1 1 1 1

ヨーロッパ フィンランド 1 1 1 2 4 1 35

ドイツ 11 11

フランス 1 4 5

スペイン 1 1 1 1

イタリア 4 4

スイス 1 1

ハンガリー 1 1 1 1

ブルガリア 1 1 1 2 1

ロシア 1 1 1 1 1 1 3 3

ウズベキスタン 1 1

ベラルーシ 1 1 1 1

タジキスタン 1 1 1 1

190 40 220 25 239 58 76 12 9 84 3 7 7 22 1 9 9 856 155

備　考 合計 102
１．外国人留学生とは、出入国管理及び難民認定法に定める「留学」という在留資格により、日本の大学等において教育を受ける外国人留学生をいう。

２．各区分の右列は、国費外国人留学生（日韓理工系学部留学生を含む）。

合計

合　計

学部生 修士 博士 研究生
特別研究

生
特別聴講

生
科目等履

修生
専攻生

予備教育
生



ハラールフード試食会 進行要領  

 

1．日時   平成 26 年 12 月 17 日（水） 15：00～16：00 

 

2．場所   千葉大学生協フードコート２ 

 

3．次第    [進行：留学生課長] 

 

（１） 開会 

 

（２） 学長挨拶                学長  徳久 剛史 

 

（３） 千葉大学生活協同組合理事長挨拶     理事長 西村 靖敬 

 

（４） ガイドライン，メニューの紹介   

 

（５） 試食タイム 

 

（６） 学生代表挨拶 

 

（７） 閉会            理事（教育・国際） 渡邉  誠 

 

 

 

 

 

 

以上 
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